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1.は じめに

本研 究の 目的 は、 オー プンソース形態 素解析エ ンジンで あるMeCab1を 用 いて15世 紀

朝鮮語の形態素解析 を行 い、 その解析率 を考察 し、実用 に耐 え うる解析率 を得 るための諸

条件 を探 る こ とで ある。現在、15世 紀朝 鮮語 の研 究 にお いて用 い られ る電子 デ ー タは、

入力者 によってその入力形式、方法が統一 されてお らず、非常 に多 くの問題 を抱 えてい る

とい える。例 え ば既 に須賀井 義教(2009)で 指摘 した よ うに、語節 の途 中で改行 を入れ

る、漢字 表記 の語 に漢字音 も併 記す る、声調2を 示 す傍点 に関わ る情報が入力 されてい な

い、 な どとい った点で ある。 このようなデータで は計量的 な研究 を行 うこ とは難 しい。入

力が まちまちで あれ ば、検索 して もヒ ッ トす る もの としない もの とが 出て くるおそれがあ

る。 出現 の頻度 な どを計算 す るに して も、その数 を信用す る ことがで きない ことになる。

言語史研究 にお ける電子 データの有用性が高 まってい る現在、そ の もととなる電子デ ータ

自体 を整備す るこ とは緊急の課題で ある。

こ う した現状 をふ まえ、村 田寛(2010)で は形 態素解析 エ ンジ ンMeCabを 利用 して、

15世 紀朝鮮語 の形 態素解析が可 能であ るこ とを明 らか に した。 そ こで は、15世 紀 朝鮮語

のい くつか の文献 データを用 いて解析 を試み てお り、その解析率 につ いては今後の課題 と

している。 しか し、実際 にMeCabを 利用 して15世 紀朝鮮 語の形態素解析 を行 うな らば、

実用 性 とい う面 でそ の解 析 率 に も注 意 を払 わな けれ ば な らない。そ こで、 本研 究 で は

MeCabを 用 いて15世 紀朝鮮 語の形態素解析 を行 うと同時 に、その解析 率 に注 目し、解析

率 を向上 させ るため に必要 な諸条件 を探 ってみ るこ とにす る。

2.考 察の方法

MeCabで 日本語 を解析 す るための辞 書 は既 に配布 されて いるが、新た な言語 の解析 を

行 うため には、 その ため の辞書 を用意 しなければな らない。 さ らに学習用デ ータを用意 し

て、パ ラメータ値の学習 を行 う必要があ る。 この ように して構築 した辞書 を用い てデ ータ

を解析 し、 その結果 を 「正解」 と比較す るこ とで、解析率 を求め るこ とがで きる。「正解」

とはデー タを手作業 で解析 した結 果であ る。MeCabの 配布パ ッケー ジには、評価 のため

のス ク リプ トが 同梱 され てい る。評価 につい ては後述す る。

ところで、解析率 を上 げるため に考 え られ るの は、(a)辞書 の登録項 目を増やす、(b)学習
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用 デー タを増やす、(C)連接 コス ト3を修正 す る、 とい った方 法であ る。 この うち(C)につい

ては筆者 の側で検討が不足 してい るうえ、 コス ト値の修正 を繰 り返 してみ る必要があ り時

間がかか るため、今 回は検討 を見送 った。残 る(a)と(b)であるが、 これ は並行 して行 うこ と

ので きる作業で ある。具体的 には、村 田寛(2010)で 行 った作業 を説明す る必要があ るだ

ろ う。

村 田寛(2010)で は、 「釈 譜詳節』(1447年 刊)巻6の 電子 デー タを用 意 し、そ れ を手

作業 で形態 素片4に 分析 して解析 す る ことで、MeCab用 の辞書 を作 成 した。 さ らに同 じ

データを学習用 データ として利用 し、解析用 の辞書 を構築 した。 その ため、文献 データを

解析 して辞書 の登録項 目を増 やせ ば、 同時 に学習 用 デー タ も増 やす こ とがで きるのであ

る。本研 究で も基 本 的 に同 じ方 法で作業 を進 め る。辞書 の登 録項 目はそ の ままで学 習用

データを増や した り、学習用 データは増や さない で辞書の項 目だけを増加 させ る、 とい う

実験 も可能であ るが、本研究 では、 まず辞書 の分量 と解析 率 との 関係 を探 るこ とに した。

3.解 析用辞書の構築

さて、村 田寛(2010)で も既 に説明 してい るが、 ここでMeCabの 辞書構築 について簡

単 に概要 を紹介 してお く5。用意す る ものは、次の通 りであ る:

(1)Seed辞 書(品 詞 ご とにフ ァイルを作成す る)

(2)設 定 フ ァイル(文 字 カテゴ リの定義、未知語処理 の動作定義 な ど)

(3)学 習用 コーパス

3.1.Seed辞 書 の準備

最終 的な辞書 を構 築す るための元 になるのがSeed辞 書 であ る。 コ ンマ区切 りのテ キス

トで記述 し、品詞 ごとにフ ァイルを作成す る。MeCabに 付属 のIPA日 本 語辞 書か ら、一

部 を抜粋すれ ば以下 の通 り:

(4)a.進 学 校,0,0,0,名 詞,一 般,*,*,*,*,進学 校,シ ンガ ク コ ウ,シ ン ガ ク コー

明 日,0,0,0,名 詞,副 詞 可 能,*∴*,*,明 日,ア シ タ,ア シ タ

b.受 け る,0,0,0,動 詞,自 立,*,*,一 段,基 本 形,受 け る,ウ ケ ル,ウ ケ ル

受 け,0,0,0,動 詞,自 立 ∴*,一 段,未 然 形,受 け る,ウ ケ,ウ ケ

(5)表 層 形,左 連接 状 態 番 号,右 連接 状 態 番 号,コ ス ト,素 性1,素 性2,素 性3,・ ・
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(4a)は 名詞 の記 述例、(4b)は 動 詞の記 述例 であ る。(5)は それ ぞれの素性 を説 明 した

ものであるが、「コス ト」 まで は必須 の素性 で、「素性1」 以 降はその数 も割 り当て も任意

である6。MeCabで は学習用 コーパ ス を用 いて学習 させ、左 連接状態 、右 連接状 態、 コス

トな どを決定す る7。素性の部分 を柔軟 に定義で きるのがMeCabの 特徴であ り、 この部分

に15世 紀朝鮮語 に関す る情報 を付与す るこ とがで きる。

また、用言 の活 用 について は(4b)の ように基 本形、 未然形、 さらにはその他 の活用

形 も項 目と して登録 す る必要が あ る。MeCabで は特 定の言語、文法 に依存せ ず、文法情

報 に基 づいた活用 の処理 を行 わないためであ る。 なお、本稿 で は15世 紀朝鮮語 の用言活

用 につい て、「語基8」 の概念 を用い て記述す るこ ととす る。

表層 形 を除 き、素性 は村 田寛(2010:18-19)に 従 い、次 の よ うに記述 す る こ とと した。

品詞分類 は暫定的 な もの である:

(6)分 類1,分 類2,分 類3,*,ム ー ド,形 式,*

分 類1:Verb(動 詞 と形 容 詞)、Sonzaisi(存 在 詞)、Siteisi(指 定 詞)、Noun(名

詞)、Adverb(副 詞)、Postposition(後 置 詞)、Ending(語 尾)、

Pre倣(接 頭 辞)、Sufax(接 尾 辞)、Symbol(補 助 記 号)

分 類2～3:分 類1の 下位 分 類

ム ー ド:平 叙 、 疑 問 、 命 令 な ど

形 式:用 言 は 第何 語 基 か(第1語 基 、 第II語 基 、 …)、 語 尾 は統 辞 的位 置(終

止 形 、 接 続 形 、 …)

*:予 備(将 来 の拡 張 用)

村 田寛(2010)で は 『釈譜詳節』巻6を 手作業 で解析 し、重複す る レコー ドを取 り除い

た上 でSeed辞 書用 の フ ァイル を作成 した。 また前述 の通 り、学習用 コーパ ス と して も

『釈譜詳節』巻6の 本文 を利用 した。 「釈譜詳節』 を手作業で解析 した例 は次の通 り:

(7)『 釈 譜 詳 節 』 の 解 析 例([]内 は 筆 者 に よ る注 記)

繹 譜 詳 節[tab]Noun,固 有 名 詞,文 献 名,*,*,*,*[改 行]

第Pre且x

六Noun,数 詞,*,*,*,*,*

EOS[文 末 を示 す]

世 尊Noun,普 通 名 詞,一 般,*∴*,*
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軍i1

象 頭 山

軍ail

gal

sia1

龍

goa1

鬼 神

goa1

寧ui2h@11ia1

読 法h@1

del

sio

da1

Ending,体 言 語 尾,主 格,*,*,*,*

Noun,固 有 名 詞,地 名,*,*,*,*

Ending,体 言 語 尾,処 格,*,*,*,*

Verb,自 立,*,*,*,語 基2,*

Sufax,尊 敬,*∴*,語 基3,*

Noun,普 通 名 詞,一 般,*∴*,*

Ending,体 言 語 尾,共 同 格 ∴*,*,*

Noun,普 通 名 詞,一 般,*∴*,*

Ending,体 言 語 尾,共 同 格 ∴*,*,*

Postposition

Verb,自 立,*,*,*,語 基1,*

Sufax,回 想,*∴*,語 基2,*

Sufax,尊 敬,*,*,*,語 基1,*

Ending,用 言 語 尾,*,*,平 叙 一下 称,終 止 形,*

Symbol,句 点,*∴*∴*

EOS

上 の例 は巻6の 冒頭、 「繹譜詳節第六/世 奪01象 頭 山叩 升母 龍斗 鬼耐斗 ♀1す叶 説法

す司 入1叫.」(釈 譜詳節 第六/世 尊が象 頭 山へ お行 きになって龍 と鬼神 とのため に説 法 な

さった)と い う部 分 をローマ字転写 し9、解析 した ものであ る。用言 につい ては、左 端の

表層形が 同 じで あって も、素性 中の語基 に関す る情報で 区別 され る。

3.2.設 定 ファイルの準備:未 知語の処理 につい て

未知語 の処理 であ る とか、学習 の際の連接ID付 与 であ るとい った さま ざまな動作 の設

定 を、設定 フ ァイルで 自由に変更す るこ とがで きる。 ここで は未知語 の処理 についての修

正点 を述べ てお く。

MeCabで は、辞書 に登録 され ていない項 目を未知語 と して処理 す るが、 どの ような素

性 を付与 す るか とい う処理 は、あ らか じめ定義 され た字種 に基 づい て行 われる。例 えば、

漢字 の連続であ れば 「名詞」 として処理 し、素性列 を付与す る、 とい った具合で ある。字

種の定義 につい ては後か ら自由に定義す るこ とが で き、 またそれ らの字種 を どの よ うに処

理す るか を定義す るこ とがで きるため、新 たな辞書 を構築す る際 に非常 に有益で ある。
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村 田寛(2010)で は未知語 の処 理 に関 し、すべ て素性列 に 「未知語,*,*,*,*,*,*」と記 述す

る ように してい る。 この方式 では どの部分 を解析 で きなか ったか を明 らか にす るこ とがで

きるが、正解の フ ァイル と突 き合 わせ た場合、解析率が落 ちて しま うとい うのが難点であ

る。 そこで本稿で は、字種の定義や、未知語 の処理方式 について も再検討 を行 った。

まず字種 の定義で あるが、漢字 を一つ に まとめて 「HANJA」 カテゴ リとし、 さらにア

ル ファベ ッ トとア ラビア数 字 を一 つの グルー プに まとめて 「HANGEUL」 カテ ゴ リと し

た10。アル ファベ ッ トとアラ ビア数字につい ては、 いず れ もデー タ上でハ ングル と声 調 を

表す のに用い られるため、 区分せず一つ にま とめ た ものであ る。

次 に グループ ご との処理 であ るが 、「HANJA」 カテ ゴ リにつ いて は未 知語 の場合 、 ひ

とまず名詞 として処 理 し、一般名詞 と同 じ く 「Noun,普 通名詞,一 般,*,*∴*」の素性 を与 え

る ことと した。15世 紀 の朝鮮 語文献 に現れ る漢 字語の大部分 は名詞 であ り、漢字 語のみ

で用言 となるこ とはない。一部 の漢字語 は助数詞 であった り、 固有名詞であ った りとい う

こ ともあるが、大部分 は一般名詞 とみ な して問題 はない と思 われ る。

なお、「HANGEUL」 カ テ ゴリにつ いて は名 詞 あるい は用言 として処理 す るこ とと し、

「Noun,普 通名詞,一 般,*,*,*,*」、「Verb,自 立,*,*,*,*,*」とい う素性 を与 えた。 これは本研 究で

の暫定的 な措置であ る。用言が辞書 に網羅 されているな らば、名詞 としてのみ処理す るよ

う設定す るべ きであ ろ うが11、 ここで構 築す る辞書 は項 目も少 ない ため、 まず は名詞あ る

いは用言 として判定す るよ うに設定 した。 こう したハ ングル の未知語処理 につい ては、今

後 さ らに検討 してい く必要が あるだろ う。

以上の ような設定で辞書 を構築 し、形態素解析 を行 った ところ、漢字語 につい てはおお

むね望 ましい結 果 となった。例 えば 「釈譜詳節』巻6、 巻9の デー タで構築 した辞 書で巻

23を 解析 した場 合、「信心 」「貧窮海」 な ど辞書 に存 在 しない漢字語 につい て も、 一般名

詞 として結果的 に 「正 しい」解析結果 を出力 した。ハ ングルについ ては思 うよ うな結果 を

得 られず、 そ もそ も形態素片 の抽 出、解析 自体が うま くで きてい ない。

なお、字種 の定義、未 知語処理 の定義 の ほかは、IPA日 本 語辞書 の設定 ファイル を元

にい くつか の変更 を行 う程度 に とどめた。そ の他 の設定 を修正す るこ とで どの ように解析

率が変化す るか につ いては、今後の課題 としたい。

3.3.学 習用 コーパ スを用い た学習 と辞書の構築

以上で説明 した辞書 フ ァイル、設定 フ ァイル、 さ らに学習用 コーパス を用いて、辞書 を

構築 す る。基本 的 にはMeCabホ ームペ ージな どの手順 に従 うが、学習用 バ イナ リ辞書、

配布 用 バ イナ リ辞 書 の作 成 に際 して、辞 書 の文 字 コー ドをUTF-8に 指定 す る必要 があ
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る12。村 田寛(2010)で は漢字語の解析が うま くいか なかったので あるが、 それは この文

字 コー ドの設定 に起 因す る もの と思 われ る。

この ように して構築 した辞書 を利用 して解析 を行 うが、学習 した内容 に基づい て解析 処

理 を行 うため、学習用 デー タに現 れ なか った語節 で も解析 を行 って くれ る。例 えば動詞

「7トー」(行 く)に 〈現在〉 を表す時称接尾 辞 「一ヤ ー」、 さらに接続形語 尾の 「一月」(…

だが)が つ いた 「・7ト ・月」13(行 くが)と い う語節 は 「釈譜 詳節』 巻6に 現 れるが、接

尾 辞 「_し_」 の 代 わ りに 〈尊敬 〉 の接 尾辞 「一入1-」 が つ い た 「・7困 ・月 」(い らっ

しゃったが、お行 きになったが)と い う語節 は巻6に は見 られ ない。接尾辞 「_し_」 は

用言 の第1語 基 につ くが、接尾辞 「一入1-」 は用 言の第H語 基 に接続 する。いずれの場合

も用言 「フトー」の声調 は去声 とな り、用言 の声調 では活用語基 の違い を判断で きない。 さ

て、学習用 データにない 「・7困 ・月」 は解析で きるであ ろ うか。

結論か ら言 えば、 こ うした活用語基の接続 に関す る解析 処理 はか な り正確 に行 って くれ

る。上記 の例 を、 『釈譜詳節』 巻6の デ ータで構 築 した辞書 で解析 す る と、次 の ような結

果 となる:

「・升 ヤ ・月」 を解 析 「・フ困 ・月 」 を解 析

galVerb,自 立,*∴*,語 基1,*

n@OSuf且x,現 在 ∴*,*,語 基2,*

nilEnding用 言 語 尾 が,*,接 続 形 ノ

galVerb,自 立,*,統 語 基2済

siOSuf且x,尊 敬 ∴*,*,語 基2,*

nilEnding用 言 語 尾 ∴∵,接 続 形,*

表層形は 「ga1」のように同 じであっても、それぞれ活用語基 を正 しく判断しているこ

とが分かる。

なお、接尾辞自体 も活用語基を持つ と考え、素性の記述に反映させているが、いずれの

例で も接続形語尾 「一月」に前接する接尾辞は第II語基 となってお り、正確 に解析 されて

いることが分かる。

以下では実際に構築 した辞書で形態素解析を行い、その解析率について検討 してみる。

4.解 析率 について

4.1.辞 書の構築 と解析の際 に用い たデ ータ量

MeCabは 辞書 と学 習用 コーパスか ら学習 した連接 の強度 などか ら形態素の解析 を行 う。

ここでは辞書 に登録 され た項 目の量 と、学習用 コーパスのデ ータ量 によって形態素解析 の

結果 が どの ように変 わるか、検 討 してみたい。辞書構築 のデー タと して、 『釈譜 詳節』 の

巻6、 巻9の 全 部 と、 同 じく 「釈譜 詳節』 巻23の 始め10張 分、 さ らに種類 の異 なる資料
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として 『法華経諺解』(以 下 『法華経』 とす る)巻3の 始 め10張 分 のデ ー タを利 用 した。

各文献 の 「正解 」 フ ァイルを作成 し、そ こか ら重複 を取 り除いてSeed辞 書用 のデー タに

す る。 また 「正解 」 フ ァイル 自体 は学習 用 コーパス のデー タ と して用 い る。 こ こで 「正

解 」 フ ァイル か ら抽 出 したSeed辞 書 の項 目数(形 態 素 片 の異 な りの数)と 、「正 解 」

フ ァイルの形態素片の総数14(=学 習用 コーパス のデー タ量 。形態素片 の延べ 数)を 示せ

ば以下の通 りで ある:

(8)各 文献の データ量

『釈譜詳節』 『法華経』

巻6 巻9 巻23 巻3

Seed辞 書 の項 目数 1746 1489 531 420

形態素片の総数 7813 6304 1611 1149

な お 、 解 析 率 の 計 算 に はMeCabの 配 布 パ ッ ケ ー ジ に 含 ま れ る 評 価 用 ス ク リ プ ト

mecab-system-evalを 利 用 した15。

4.2.解 析の結果

ここで比較 に用い たの は、 『釈譜詳節』の巻6、 巻9、 巻23(一 部)、 「法華経』巻3(一

部)の データを使 って構築 した辞書であ る。辞書構築 に際 して用い たデータ、 さ らにその

辞書 を用 いて解析 した各 文献の解析率 をあわせて提示す れば、以下の表(9)の 通 りであ る。

複数 の文献か ら構築 した辞書 について は重複 す る形態素 も含 まれ るため、Seed辞 書 の項

目数 も合 わせ て提示 した:

(9)a.『 釈譜詳節』のみで構築 した辞書 による解析 率 とSeed辞 書 の項 目数

辞書デ ータ 解析 デー タ
Seed辞 書

の項 目数『釈譜詳節』
『釈譜詳節』 「法華経』

巻6 巻9 巻23 巻3

巻6 97.3984 65.5565 72.9338 66.2298 1746

巻9 62.4811 96.4859 76.4817 65.6042 1489

巻6,9 96.7483 95.4431 82.6336 71.4852 2617

巻23(一 部) 47.6575 52.6818 98.6718 51.7658 531

巻6,9,23(一 部) 96.6366 95.0758 96.4216 71.3781 2768
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(9)b.『 釈譜詳節』 「法華経』 で構築 した辞書 による解析 率 とSeed辞 書 の項 目数

辞書 デー タ 解析 デー タ
Seed辞 書

の項 目数『釈譜詳節』 『法華経』
『釈譜詳節』 「法華経』

巻6巻9巻23 巻3

一 巻3(一 部) 36.0871 43.0325 45.6242 98.1216 420

巻6 巻3(一 部) 97.3528 66.5049 75.1496 96.0250 1949

巻9 巻3(一 部) 64.0344 96.0346 76.3625 97.0076 1693

巻6,9 巻3(一 部) 96.7220 95.2863 82.1735 95.5317 2787

巻6,9,23

(一 部)
巻3(一 部) 96.4187 94.9421 96.0676 94.6429 2933

上 の表か ら分 か るよ うに、 「釈譜詳節』 巻6、 巻9と もに、 それぞ れのデー タを用 いて

構築 した辞書 で解析 した場合 、90%以 上 の解析率 となってい るが、辞書 を入 れ替 えた場

合、60%台 の解析 率 に とどまってい る。 また、辞書構築 のデー タ と して利用 してい ない

『釈譜詳節』巻23に つい ては、 『釈譜詳節』巻6の み、 『釈譜詳節』巻9の みのデ ータで構

築 した辞書 で はそ れぞ れ70%台 の解析 率 だが、両方 を合 わせた辞書 では80%を 超 える解

析率 となった。 この傾 向 は 「法華経』 のデ ータ を追加 した場合 も同様 で、結 果的 にSeed

辞書 の項 目数が多い ほ ど、解析率が高 くなる とい えよ う。

次 に 「法華経』の解析結果 を見 る と、辞書構築 に 『法華経』の データが使 われ てい る場

合、 いず れの辞書 において も90%以 上の解析率 となっている。 しか し、 『法華経』 の デー

タが使 われてい ない辞書 での解析結果 は、70%前 後 にとどまってい る。

以上の解析結果 を単純 に考 えるな らば、辞書 に解析す る文献 に現れ る形態素片が登録 さ

れていれ ば、そ の解析結果 は精度の高い もの となるこ とが分か る。つ ま り、辞書 に登録す

る形態素片 の数 を増やせ ば、 それ だけ解析精度が高 まる とい うこ とで ある。

5.解 析 ミスの傾 向 について

今 回の解析結果 を見 てみ る と、解析の ミス は多 々ある もの の、 その ミス に一定の傾向が

見 られるこ とが分か った。 ここで は解析 ミス の傾 向について、一点 だけま とめてお く。

解析 ミスのなかで最 も目についたのが、用 言の第1語 基 に接続形語尾 「一ヱ」が続 く場

合 に、 この用 言 を第II語 基 と解析 す る例 で あ る。 『釈 譜詳 節』 巻23を 、巻6と 巻9の

データで構築 した辞書で解析 した例 につ いて見 てみ よ う:
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(1① 解析 ミス の例 ・そ の1

解析 ファイル

修 多 羅

n@n1

経

lil

lo1

毘 那 耶

n@n1

律

lil

b1

Noun,普 通 名 詞,一 般,*,*∴*

Ending,体 言 語 尾,題 目 ∴*,*,*

Noun,普 通 名 詞,一 般,*,*,*,*

Siteisi,非 自 立,*,*,*,語 基2,*

Ending,用 言 語 尾,*,*,*,接 続 形,*

Noun,普 通 名 詞,一 般,*,*,*,*

Ending,体 言 語 尾,題 目,*,*,*,*

Noun,普 通 名 詞,一 般,*,*,*,*

Siteisi,非 自 立,*,*,*,語 基2,*

Ending,用 言 語 尾,*,*,*,接 続 形,*

正解

修 多 羅

n@n1

経

lil

lo1

毘 那 耶

n@n1

律

lil

b1

Noun,普 通 名 詞,一 般 ∴*,*,*

Ending,体 言 語 尾,題 目,*∴*,*

Noun,普 通 名 詞,一 般,*,*,*,*

Siteisi,非 自 立,*,*,*,語 基1,*

Ending,用 言 語 尾,*,*,*,接 続 形,*

Noun,普 通 名 詞,一 般,*,*,*,*

Ending,体 言 語 尾,題 目,*,*,*,*

Noun,普 通 名 詞,一 般,*,*,*,*

Siteisi,非 自 立,*,*,*,語 基1,*

Ending,用 言 語 尾,*,*,*,接 続 形,*

上記 は 「脩 多羅 と 経 ・1皇 砒那耶 と 律 ・1皇」(修 多羅 は経 で あ り、毘 那耶 は律 であ り)

を解析 したものであるが、■ で囲んだ部分が誤 りである。接続形語尾 「一ヱ」(…

して)は 用言の第1語 基 につ く。 ここで は用言の活用語基 を第1語 基 と解析 してい る。 こ

のほか、用 言 と接続 形語 尾 「一ヱ」 の 問に 〈尊敬 〉 を表 す接尾 辞 「一入1-」 が入 る場 合

に、接尾辞 「一入1-」 の活用語基 をミスする とい う場合 も見 られた。

⑳ 解析 ミス の例 ・そ の2

解析 ファイル 正解

世 界Noun,普 通 名 詞,一 般,*,*,*,*

r@rlEnding,体 言 語 尾,対 格,*,*,*,*

da2Adverb,一 般

biOcuilVerb,自 立,*,*,*,語 基2,*

sio

gol

世 界Noun,普 通 名 詞,一 般,*,*,*,*

r@rlEnding,体 言 語 尾,対 格,*,*,*,*

da2Adverb,一 般

biOcuilVerb,自 立,*,*,*,語 基2,*

sio

go1

Sufnx,尊 敬,*,*,*, 語 基2,* Sufnx,尊 敬,*,*,*, 語基1 ,*

Ending,用 言 語 尾,*,*,*,接 続 形,* Ending,用 言 語 尾,*,*,*,接 続 形,*

上 の例 もα0)と同 じく、巻23を 解析 した結果 であ る。「世界 言1斗 司引入1ヱ」(世 界 をみ

なお照 らしにな り)と い う部分 で あるが、や は り接続 形語尾 「一ヱ」 に前接 す る接尾 辞

「一入1-」 を第1語 基 と判 定 してい る。

反対 に、用言 の第H語 基 に接続す る語尾の直前 で、用言の活用語基 を第1語 基 と解析 す

る例 も見 られ た:
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働 解析 ミス の例 ・そ の3

解析 ファイル

giOpyVerb,自 立,*∴*,語 基2,*

nlEnding用 言 語 尾 ∴*,*,連 体 形,*

m@Oz@OmNoun,普 通 名 詞,一 般,*,*,*,*

@1rolEnding体 言 語 尾,具 格,*,*,*,*

供 養h@OVerb,自 立,*,*,*,語 基1,*

mienlEnding用 言 語 尾,*,*,*,接 続 形,*

正解

giOpyVerb,自 立,*,*,*,語 基2,*

nlEnding用 言 語 尾,*∴*,連 体 形,*

m@Oz@OmNoun,普 通 名 詞,一 般 ∴*,*,*

@1rolEnding体 言 語 尾,具 格,*∴*,*

供 養h@OVerb,自 立,*,*,*,語 基2,*

mienlEnding用 言 語 尾,*,*,*,接 続 形,*

「フ1薯 只 合翼呈 供 養 首唄」(深 い心 で供養 すれ ば)と い う部分で、接続 形語尾 「一遇」

(…す れ ば)は 用言 の第H語 基 に接 続す るが 、 ここで 「供養 す 一」が 第1語 基 と解析 され

てい る。

これ らの誤 りは、 いず れ も第1語 基 と第II語 基 とが 同 じ形 式、声 調 に なる場 合 に起

こってい るこ とが分か るが、 こう した場合の解析が なぜで きないか、 その理 由を正確 に知

るこ とはで きない。解決 の方法 として現在検討 してい るのが、(a)辞書構築後 に、連接 コス

トを修正す る、(b)そ れぞ れの接続形語尾 につ いて、接続す る活用形の タイプを素性 として

記述 す る、 とい った点 であ る。(a)に つい て は、「第1語 基一 接 続形 」、「第H語 基一 接 続

形」 の連接 コス トを変 えてや るこ とで、 どち らの結 びつ きが現れやす いか、 また結 びつ き

やす いか とい う情報 を修正す るこ とがで きる と考 え られ る。 ただ し、接続形語尾の 中には

用言 の第1語 基 に接続す る もの もあ るため、一律 に修正す る と他 の問題が生 じる可能性が

ある。その ような点 では(b)が よ り現実 的 な方策 とい え よう。今後 実際 に作 業 を行 ってみ

て、 どの ような結果 になるか検証 したい。

6.お わ りに

本研 究 で は、形 態素 解析 エ ンジ ンであ るMeCabを 用 いて15世 紀 の朝鮮 語 を解析 し、

その解析率 の考察 を行 ったが、その結果 は次 のようにま とめ るこ とがで きる。

解析 の際 に、MeCab用 辞書 に登録 されてい る形態素 片の数が多 いほ ど解析精度 が高 く

なる。そ して、解析 ミス に もある程度のパ ター ンが あるこ とが分か った。 また、未知語の

処 理 につ いて、漢 字 の連 続 を一般 名詞 と判定 す る こ とで、辞 書 にない 語 で も結 果 的 に

「正 しい」解析がで きるようになった。

本研究 で試 みたMeCabに よる形態素解析 の結 果 は、他の ツールで活用 で きる とい うメ

リッ トが ある。例 えばChaKi(茶 器)と い う自然言語 コーパスの構築、検索、お よび言語

要素 へ の タグ付 け をサポ ー トす るツー ル群が あ るが、MeCabで 形態 素解析 した結果 を
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ChaKiで 取 り込 み、KWIC検 索や コロケー シ ョン情報 な どを取 り出す こ とが可能であ る。

こ うした研究 の用途 に供す るため には、 さ らに解析率 を上 げて手作業 による修正の手 間

を減 らし、で きるだけ大量の データを作成 してい くこ とが必要で あろう。その ための課題

として、辞書、学習用 データを拡充 した り、解析 ミスのパ ター ンを分析 してその ミス を減

らす方法 を検討す るな どとい った作業が今後必要 である。

注

lMeCabと は、 言語、辞 書 、 コーパ ス に依 存 しない汎 用 的な設 計 を基本 方針 とす る

オープ ンソース形態素解析エ ンジ ンで、京都大学情報学研究科 一日本電信電話株式会

社 コ ミュニ ケーシ ョン科学基礎研究所共 同研究ユニ ッ トプロジェク トによ り開発 され

た もので あ る。MeCabの 詳細 につ いて は、 ホー ムペ ー ジhttp://mecab.sourceforge.

net/を 参照。

2「 声調 」 とい って も中国語 にお けるそれ とは異 な り、高低 のア クセ ン トを示 す もので

あった とい われ る。15世 紀 朝鮮語文献 にお いて はハ ングルの横 に 「傍 点」 と呼 ばれ

る点 を打 つ こ とで、 これ らの 「声調 」 を表示 した。 点が 一つ で あれ ば 「去 声 」(高

調)、 二つ であれば 「上声」(上 昇調)、 点が なけれ ば 「平声」(低 調)を 表す。

3「 連接 コス ト」 とは、MeCabが 解析 の際 に用い るパ ラメー タの一つであ る。二つの要

素 のつなが りやす さを判 定す る数値 とい える。例 えば 日本 語 におい て 「姓 」→ 「名」

とい うつ なが りは、「名 」→ 「姓 」 とい うつ なが りよ りも起 こ りや す い とい え る。

MeCabと と もに配布 されてい る 日本語 のIPA辞 書 を見 る と、「姓」 → 「名」 の連接

コス ト値 は 「-7009」、「名 」→ 「姓 」 の連 接 コス ト値 は 「152」 に設 定 され て お り、

「姓」 → 「名」の コス トが低 くなる ようにな って いる。 コス ト計算 につ いて は 「日本

テ レ・ビ東 京 で 学 ぶMeCabの コス ト計 算 」(http://www.mwsoftjp/programming/

munou/mecab _nitteretou.html)を 参照 の こと。

4形 態素片 とは、形態素 と認め うる可能性 のある最小単位 の文字列 を言 う。あ えて形態

素片 と呼ぶ の は、言語 学的 に厳 密 な意 味で の形 態素 と言 えない もの もあ るためであ

る。本研究で使 う形態素片 とい う用語 は、 山下達雄 ・松本裕治(1998)で 使 われ てい

る形態素片 とは若干異 なる。山下達雄 ・松本裕 治(1998:19)で は、形態素片 を次の

よ うに定義 している。

「形態素片 とは形態素 と して認識 される可 能性の ある最小単 位の文字列 であ る。 わか

ち書 きされ てい ない言語 では、その言語体系 での文字一文字であ り、 わか ち書 きされ

てい る言語で は、 ブラ ンク等で 区切 られ た文字列で ある。」
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15世 紀の朝鮮 語 は分 か ち書 きされ ていない ため、山下達雄 ・松 本裕 治(1998)の 形

態素片 の定義 に従 えば、文字一文字 を形態素片 に しない とい けないが、本研究で は朝

鮮語 の一 文字 をローマ字転 写 し、一文字 よ り小 さい単位 を形態素片 として扱 うので、

本研究で言 う形態素片 は、 山下達雄 ・松本裕治(1998)で の それ とは若干異 なる。

辞書構築 についての詳細 はMeCabホ ームペー ジ 「オ リジナル辞書/コ ーパスか らの

パ ラメータ推定」(http://mecab.sourceforge.net/learn.html)を 参照。

IPA辞 書 では素性 として 「品詞、 品詞細分類1、 品詞細 分類2、 品詞細 分類3、 活用

型、活用 形、基本形 、読み、発音 」 を定義 してい る。素 性 中 「*」はその素性 を使用

していない こ とを表す。

その ため、Seed辞 書の段階で は0に なってい る。

「語基」 につい ては菅野裕 臣(1997)な どを参照の こ と。第IV語 基 まで を認 める。

ローマ字転写の方法 は福井玲(1989)に な らった。 ローマ字転写 の一覧 は本稿末の資

料1を 、 『釈譜詳節』巻六 冒頭部分 の転写 の実際 につい ては資料2を 参照の こ と。

実 際 には文 字 カテ ゴリの定 義 フ ァイルchar.defに お いて、 カテ ゴリ名 とその カテ ゴ

リに含 まれ る文字 を、文 字 コー ドを指 定 して 定義 す る とい う作 業 で あ る。 例 え ば

UnicodeのOxOO61(小 文字のa)か らOxOO7A(小 文字のz)の 範囲 に含 まれ る文字 を、

「HANGEUL」 カテゴ リとして定義す るには、char.defへ 以下 のよ うに記述す る:

OxOO61..OxOO7AHANGEUL

例 えば 日本語IPA辞 書 な どは、 ひ らが なや カ タカナが連 続す る未知 語 は名詞 あ るい

は感動詞 として処理す るように設定 され てい る。

具体 的にはmecab-dict-indexを 用 いてバ イナ リ辞書 を作 成す る際、-cオ プシ ョンと 一f

オプシ ョンとで 「utf8」を指定すれば よい。

ハ ングルの横 につ けた 「・」 は声調 を表す傍点(注2を 参照)を 示す ものであ る。 こ

こで は 「・フ刊 が去声、「ヤ」 は平声、「・月」 は去声であ るこ とを表す。

こ こでの 「形 態素片 の総 数」 は、 文の終 を示 す 「EOS」 も含 めた、 フ ァイル の行 数

を提示 している。

mecab-system-evalは 解析結 果の出力 フ ァイル と正解 フ ァイルを引 数に と り、以下の

よ うな結果 を出力す る:

precisionrecallF

LEVELO:85.0784(1357/1595)87.9456(1357/1543)86.4882

LEVELALL:81.5674(1301/1595)84.3163(1301/1543)82.9191

こ こで 「LEVEL」 は比較 に用 いた素性 の レベル を表 し、「LEVELO」 は最 初 の素性

(=表 層形)を 指す。「LEVELALL」 行 は全て の素性 を比較 した値 であ る。()内
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の数値 は分 母が形態素片全体 の数、分子 は出力 と正解 とで一致す る形態素片 の数で、

「precision」 の列 は正解 ファイルについて、「recall」の列 は出力 ファイルについての

デー タを示 してい る。 「F」列 は左2列 のパ ーセ ンテー ジの平 均 であ る。上 の例 でい

えば、正解 フ ァイルの形態素片 は1595個 、解析結果の形態素片 は1543個 で、表層形

(LEVELO)が 一致 す る の は1357個 、 表層 形 も含 め た全 て の素性 が 一致 す るの は

1301個 、 とい うことになる。

本研究で は解析率 として、全素性 を比較 した場合の平均値、即 ち上の表で右下 に示 さ

れる数値 を用い るこ ととす る。

影印本など

"活字本 法華経諺解(巻 之三)"
,弘 文 閣(1997)

"相旦杢}翌 刈23 ・24望 子" ,金 英培(2009),暑 テ 司叫ヱ{}尋 早
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資料115世 紀朝鮮語のローマ字転写表

く子音〉

ハ ングル ] L 1= 已 口 8 日 冒 入

転写 9 n d r m W b V S

ハ ングル △ ○ ○ す ス 大 ヨ E 立 言

転写 Z
,

q X j C k t P h

〈母音〉

ハ ングル ト 1 ⊥ T
一 1 、

転写 a e 0 u y i @

〈重母音〉

ハ ングル 1: 月 斗 司 祠1

転写 ia ai oa ue

● ●o

lUlel

〈複子音〉

ハ ングル 入コ 入日 日u δδ 脚 旧入[

転写 sg sb bd hh bsg bsd

〈アクセ ン ト〉

平声 去声 上声

0 1 2

資料2「 釈譜詳節』巻6の 冒頭部分

(註や会話文などの記号を付加 している。{

表記。)

}の 中はローマ字転写す る前のハ ングル

繹 譜 詳 節 第 六

世 奪1⊥1象 頭 山 冒a土1qalsia1龍qOa1鬼 耐qOa1'u土2h㊤ria1説 法h飢dels土Oda1.

[龍 鬼 冒u土2h㊤1吐a1説 法h@1s⊥aOmilbuOtiesOnalhils⊥erOhynl

dur2h⊥Orels⊥On⊥1穆 王'ieOsyslcasOhOi1乙 酉iOra1.]

ObuOt土e⊥2目 連 吐ld㊤Orieln土Or㊤Os土ald@i1「ne土2迦 砒 羅 國'e⊥1

qalla1軍aObalnims2gyirOallaOゴ ㊤1maOnims2qyillOa1
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[1aOゴ ㊤1maOn土2m㊤n1大 愛 道r@rln土OryOs土1n土1大 愛 道iO摩 耶 夫 人sO兄

ni2milsiOni1冒iaqOゴ ㊤i1摩 耶 夫 人manlmod2h㊤1sirOss㊤ilbeOqyn1夫 人

lild(∋0冒 ○土Os土1n土Ora1 .]

'aOゴaObalnim2na土1sqyilda2安 否h㊤1z@bOqOIsdO1耶 楡 陥 羅r㊤rl

darO冒a土1吐a1恩 愛r㊥rlqyOcie1羅 喉 羅rOrlnOOhalbOOnai1吐al

siaq2ゴaild㊤0冒 ○土01eilh㊤Ora1.羅 喉 羅iO得 道h㊤r⊥aldOOra⊥qalzal

lelmiO重r1濟 渡h飢1土a1浬 繋 得hOlm@rlnaOq@dlqeilh@Or⊥1ra1 .」

{繹 譜 詳 節 第 六

世 尊 ・01象 頭 山 ・引 ・7ト 母 龍 ・斗 鬼 示申・斗:♀1・ す ・叶 説 法 ・す ・日 入1・τ十.

[龍 鬼:♀1・ す ・叶 説 法 ・す 母 ・ロ1早 唄 ・耳 ・司 翌 ・菩:暑 司 ・司 入1・月 穆 王 ・ヰ 突 奨 ・司 乙

酉1・ 叫.]

○ 早:司 目 連 ・01F・ 司 目 罵 ・入トF1「:司 迦 砒 羅 國 ・州 ・7ト 叫oト 可:鼠 ・コ1・斗6ト ・そ

ロト:鼠 ・こ月・斗

[oト そ 叫:目 ・ヨ 大 愛 道 ・言 月 旦 ・入レ 月 大 愛 道1摩 耶 夫 人 入 兄:月 ・ロ1入1・月(甘 ・剤 摩

耶 夫 人 ・姓:暑 ・重 ・暑 ・州 川 ・モ 夫 人 ・01耳 到 ・入1月 ・叫.]

oトスト 叫:岩 ・州 ・列:1斗 安 否 ・重 含 ・ヱ ・空 耶 輸 陥 羅 ・言 望 ・○η・叶 恩 愛 ・言 ユ ・淵 羅 喉 羅

・言 と ・苛 旦 ・t月・叶:甘 ・刈 モ 外 司1重 ・司㍉ 羅 喉 羅1得 道 ・重 ・叶 三 ・叫 ヴ ト ム}・ ・囲 ロ1・

言 濟 渡 ・す ・叶 浬 繋 得 ・重 ・呈 耳 ・書 ・川 す ・司 ・モ4-.」}
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